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ま
え
が
き

　
「
奇
文
」
と
い
う
言
葉
は
お
そ
ら
く
辞
書
に
は
な
い
。
し
か
し
、「
奇
人
」
山
崎
今
朝
弥
の
文
章
は
「
奇
文
」
と

し
か
表
現
の
し
よ
う
が
な
い
も
の
が
あ
る
。
山
崎
の
「
奇
人
」
性
や
「
奇
文
」
を
好
む
人
は
、
彼
の
「
奇
文
」
や

「
奇
行
」
の
な
か
に
、
縛
ら
れ
た
日
常
性
か
ら
の
自
由
を
み
て
い
る
の
で
あ
る
。「
奇
人
」
に
な
る
た
め
に
は
、
も

ち
ろ
ん
「
反
骨
」
の
精
神
を
も
つ
勇
気
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
生
ま
れ
も
っ
た
性
格
が
も
の
を
い
う
。

　

山
崎
は
『
弁
護
士
大
安
売
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
自
分
の
性
質
を
白
状
す
」
と
い
う
文
章
の
な
か
で
次
の
よ

う
に
書
い
て
い
る
。
い
ま
文
意
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
括
弧
で
補
え
ば
、「
僕
の
性
質
は
僕
に
も
解
か
ら

ぬ
。
間
違
つ
た
〔
こ
と
〕
の
無
い
処
で
、
僕
は
問
題
と
な
り
、
問
題
を
起
し
、〔
そ
こ
か
ら
判
断
す
れ
ば
僕
は
〕

誤
解
を
招
く
事
を
好
む
ら
し
い
」
と
。
ま
た
い
う
、「
僕
の
親
類
は
親
兄
弟
い
と
こ
、
は
と
こ
に
至
る
迄
一
貫
し

て
皆
所
謂
昔
時
の
諧
謔
性
に
属
し
て
い
る
」
と
。
つ
ま
り
、
親
族
に
は
皮
肉
や
ユ
ー
モ
ア
を
好
む
人
物
が
多
か
っ

た
。
山
崎
の
「
奇
行
」
は
人
生
を
護
る
た
め
の
先
祖
か
ら
の
技
法
で
あ
り
、
そ
し
て
「
奇
文
」
は
計
算
と
推
敲
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
文
章
上
の
技
法
で
あ
っ
た
。
身
分
や
特
権
、
権
力
や
権
威
、
富
と
勲
功
、
そ
れ
ら
す
べ
て



iv

を
否
定
し
、
弱
者
の
人
権
、
思
想
・
言
論
を
護
る
た
め
の
レ
ト
リ
ッ
ク
が
山
崎
の
「
奇
文
」
の
正
体
で
あ
っ
た
と

い
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
結
果
と
し
て
権
力
に
よ
る
弾
圧
か
ら
身
を
護
る
た
め
の
柔
ら
か
い
鎧
と
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
山
崎
今
朝
弥
の
書
き
遺
し
た
文
章
の
な
か
に
は
数
限
り
な
い
話
題
が
あ
り
、
テ
ー
マ
が
あ
る
。
そ

れ
ら
は
、
決
定
さ
れ
て
い
る
現
実
を
一
義
的
に
説
明
す
る
の
で
は
な
く
、
現
実
を
複
数
に
分
解
し
て
、
そ
の
多
様

な
様
相
を
示
し
て
く
れ
る
不
可
思
議
な
意
味
の
世
界
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
文
章
の
な
か
に
想
像
力
を
駆
り
立
て
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
生
涯
の
友
人
で
あ
っ
た
新
居
格
は
「
奇
想
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る

が
、「
奇
想
」
が
あ
っ
て
初
め
て
「
奇
文
」
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
奇
想
」
は
、
自
由
や
平
等
、
正
義

や
人
権
な
ど
の
普
遍
主
義
的
原
理
に
も
と
づ
い
て
い
る
が
、
決
し
て
そ
れ
ら
か
ら
直
線
的
に
生
み
出
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
。
い
わ
ば
言
葉
の
意
味
を
反
転
さ
せ
た
と
こ
ろ
か
ら
迂
回
さ
れ
て
つ
く
り
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
山
崎
の
文
章
を
読
み
解
く
た
め
に
は
、
あ
る
種
の
技
術
が
必
要
と
さ
れ
る
。
本
書
は
、
そ
の
た
め
の
実

習
の
試
み
で
あ
る
。

　

さ
て
、
本
書
の
よ
う
に
、
特
定
の
人
物
の
研
究
を
行
う
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
人
物
の
事
績
や
業
績
を
調
査

し
、
評
価
す
る
こ
と
で
あ
る
。
評
価
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
肯
定
的
な
評
価
が
な
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
て
、
否

定
的
な
評
価
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
検
証
し
な
が
ら
、
教
訓
を
得
る
こ
と
が
研
究
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
山
崎
今
朝
弥
に
関
し
て
、
そ
の
よ
う
な
手
法
が
ど
こ
ま
で
妥
当
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
に
は
、
ほ
と
ん
ど

不
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
の
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
答
え
は
簡
単
で
あ
る
。
山
崎
今
朝
弥
と
い
う

人
物
は
研
究
と
い
う
手
法
に
馴
染
ま
な
い
し
、
そ
れ
を
叙
述
す
る
方
法
を
見
つ
け
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
と
い
う



v まえがき

こ
と
で
あ
る
。
二
百
頁
を
少
し
超
え
る
、
山
崎
今
朝
弥
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
唯
一
の
、
卓
越
し
た
評
伝
『
山
崎

今
朝
弥
』
を
書
い
た
森
長
英
三
郎
の
「
後
記
」
は
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
森
長
は
山
崎
の
「
自
伝
」
を
真

似
て
、
次
の
よ
う
な
自
己
紹
介
文
を
書
い
た
。「
一
九
〇
六
年
、
幸
徳
秋
水
、
山
崎
今
朝
弥
の
在
米
中
に
日
本
に

生
ま
れ
る
。
久
し
く
消
息
不
明
で
あ
っ
た
が
、
一
九
三
六
年
弁
護
士
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
有
名
、
無
名
の
大

小
各
種
の
事
件
を
担
当
す
る
幸
運
に
め
ぐ
ま
れ
た
が
、
い
ま
だ
食
え
な
い
と
の
こ
と
」
と
。
生
前
の
森
長
に
私
淑

し
て
き
た
私
と
し
て
は
、
こ
う
い
う
文
章
を
書
き
た
く
な
っ
た
森
長
の
気
持
ち
は
よ
く
わ
か
る
が
、
山
崎
の
よ
う

に
は
な
れ
な
か
っ
た
森
長
の
悲
し
い
気
持
ち
も
理
解
で
き
る
。
そ
れ
ほ
ど
、
山
崎
今
朝
弥
と
い
う
人
物
を
研
究
し
、

論
じ
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
山
崎
今
朝
弥
の
精
神
を
学
ぶ
こ
と
は
で
き
る
し
、
自
分

な
り
の
ス
タ
イ
ル
で
山
崎
今
朝
弥
を
生
き
る
こ
と
は
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
山
崎
今
朝
弥
の
足
跡
を
調
査
し
、
形

に
す
る
こ
と
が
本
書
の
さ
さ
や
か
な
目
標
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
、
本
書
を
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

二
〇
一
八
年
八
月

執
筆
者
を
代
表
し
て　
　

山
泉　

進
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Ⅰ奇人
と
郷
土
─
─
弁
護
士
に
な
る
ま
で

　
君
性
は
山
崎
、
名
は
今
朝
弥
。
明
治
十
年
逆
賊
西
郷
隆
盛
の
兵
を
西
南
に
挙
ぐ
る
や
、
君
之
に
応
じ
て
直
ち
に
信
州
諏

訪
に
生
る
。
明
科
を
距
る
僅
に
八
里
、
実
に
清
和
源
氏
第
百
八
代
の
孫
な
り
。
幼
に
し
て
既
に
神
童
、
餓
鬼
大
将
よ
り
腕

白
太
政
大
臣
に
累
進
し
、
大
に
世
に
憚
ら
る
。
人
民
と
伍
し
て
芋
を
掘
り
。
車
を
押
し
、
辛
酸
嘗
め
尽
す
。
傍
ら
経
済
の

学
を
明
治
大
学
に
修
め
、
大
に
得
る
処
あ
り
。
天
下
嘱
望
す
。
不
幸
、
中
途
試
験
に
合
格
し
官
吏
と
な
る
。
久
し
く
海
外

に
遊
び
、
ベ
ー
ス
メ
ン
ト
・
ユ
ニ
バ
シ
チ
ー
を
出
で
、
欧
米
各
国
色
々
博
士
に
任
じ
、
特
に
米
国
伯
爵
を
授
け
ら
る
。
誠

に
稀
代
の
豪
傑
た
り
。
明
治
四
十
年
春
二
月
、
勢
ひ
に
乗
じ
て
錦
衣
帰
朝
、
一
躍
直
ち
に
天
下
の
平
弁
護
士
と
な
る
。
君

資
性
豪
放
細
心
、
頗
る
理
財
に
富
み
、
財
産
合
計
百
万
弗
と
号
す
。
即
ち
業
を
東
京
に
興
し
、
忽
ち
田
舎
に
逃
亡
し
、
転

戦
三
年
、
甲
信
を
徇
へ
、
各
地
を
荒
し
、
再
び
東
京
に
凱
旋
し
、
爾
来
頻
り
に
振
は
ず
、
天
下
泰
平
会
、
帝
国
言
訳
商
会
、

私
立
天
理
裁
判
所
、
軽
便
代
議
士
顧
問
所
、
各
種
演
説
引
受
所
等
は
皆
君
の
発
明
経
営
す
る
所
た
り
。

　
　
　
　
英
独
仏
羅ラ

典テ
ン

語
に
通
ず

法
学
博
士
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
　
　
婚
　
　
者

医
学
博
士
　
　

哲
学
博
士

其
他
色
々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
　
　
婚
　
　
者

　
　
　
　
財
産
合
計
百
万
弗ド
ル

有
り

「
自
伝
」（『
弁
護
士
大
安
売
』
よ
り
）　

米国伯爵

山
　
崎
　
今
　
朝
　
弥



4Ⅰ　奇人と郷土──弁護士になるまで

１　

郷
土
と
家
族

　

山
崎
今
朝
弥
は
、
一
八
七
七
（
明
治
一
〇
）
年
九
月
一
五
日
、
長
野
県
諏
訪
郡
川か
わ

岸ぎ
し

村
一
九
五
番
地
ノ
内
一
番

（
大
字
新あ
ら

倉く
ら

小
字
塩し
お

坪つ
ぼ

、
現
岡
谷
市
川
岸
西
）
に
、
父
勝
左
衛
門
（
四
十
二
歳
）、
母
よ
祢
（
三
十
七
歳
）
の
三
男
、
八

人
兄
弟
の
第
六
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。

　

一
八
九
九
年
、
二
二
歳
で
上
京
し
て
明
治
法
律
学
校
（
現
明
治
大
学
）
に
入
学
。
一
九
〇
一
年
、
判
検
事
登
用

第
一
回
試
験
と
弁
護
士
試
験
に
合
格
し
、
同
年
、
司
法
官
試
補
（
判
事
）
と
し
て
甲
府
区
裁
判
所
詰
と
な
る
が
、

一
カ
月
余
で
辞
職
。
一
九
〇
二
年
に
渡
米
。
一
九
〇
七
年
に
帰
国
し
、
弁
護
士
登
録
を
し
て
都
内
に
事
務
所
を
開

設
す
る
も
の
の
、
同
年
暮
れ
に
郷
里
に
引
き
揚
げ
る
。
翌
一
九
〇
八
年
、
諏
訪
郡
上
諏
訪
町
（
現
諏
訪
市
）
で
弁

護
士
事
務
所
「
山
崎
博
士
法
務
局
」
を
開
設
。
そ
の
後
、
山
梨
県
甲
府
市
に
移
転
し
、「
甲
府
法
務
局　

平
民
法

律
事
務
所
」
を
経
て
一
九
一
〇
年
に
再
度
上
京
。
帰
郷
中
に
青
森
県
弘
前
市
生
ま
れ
の
山
形
さ
い
と
結
婚
し
た
。

一
九
四
五
年
か
ら
一
九
四
六
年
に
か
け
て
家
族
で
川
岸
村
に
疎
開
、
地
元
の
ア
ナ
キ
ス
ト
ら
と
交
わ
っ
た
。
権
力

に
抗
し
、
自
由
主
義
、
社
会
主
義
を
擁
護
す
る
人
権
派
弁
護
士
と
し
て
の
生
涯
を
貫
い
た
。
一
九
五
四
年
七
月
二



5 １　郷土と家族

九
日
、
七
七
歳
で
死
去
。
戦
前
自
ら
が
奔
走
し
て
東
京
都
港
区
の
青
山
墓
地
（
現
青
山
霊
園
）
に
建
立
し
た
「
解

放
運
動
無
名
戦
士
之
墓
」
に
葬
ら
れ
た
。

　

山
崎
（
以
下
、
単
に
山
崎
と
記
し
た
場
合
に
は
山
崎
今
朝
弥
を
指
す
）
は
そ
の
思
考
や
特
異
な
行
動
様
式
か
ら
、

し
ば
し
ば
「
奇
人
」
と
称
さ
れ
た
。
山
崎
の
遠
戚
に
当
た
る
林
尚
孝
氏（
１
）か

ら
、
奇
人
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
精
神
性

を
育
む
土
壌
と
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
風
土
は
諏
訪
固
有
の
、
い
わ
ゆ
る
「
諏
訪
人
気
質
」
で
は
な
い
か
と
の
示

唆
を
い
た
だ
い
た
。
そ
こ
で
、
山
崎
の
生
い
立
ち
、
家
系
、
生
家
の
経
済
状
況
、
上
諏
訪
で
の
弁
護
士
時
代
、
郷

里
で
の
疎
開
中
の
動
向
を
た
ど
り
、
併
せ
て
、
妻
さ
い
と
家
族
に
つ
い
て
み
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　

こ
の
調
査
は
、
山
崎
と
妻
さ
い
の
出
自
に
立
ち
入
る
も
の
で
、
ご
遺
族
及
び
血
縁
の
方
々
か
ら
の
戸
籍
の
提
供

や
聞
き
取
り
な
ど
、
ご
高
配
と
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
実
現
で
き
な
か
っ
た
。
お
名
前
を
記
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
る
。
山
崎
東
吉
氏
（
山
崎
長
男
堅
吉
次
男（
２
））、
故
山
崎
弘
子
氏
（
山
崎
二
女（
３
））、
故
山
崎
勝
氏
（
山
崎
生

家（
４
））、
山
崎
米
子
氏
（
勝
氏
妹
）、
故
山
崎
せ
き
氏
（
山
崎
家
本
家（
５
））、
林
尚
孝
氏
、
長
島
正
和
氏
（
遠
戚（
６
））、
山
形
明

氏
（
さ
い
甥
（
７
））
な
ど
の
方
々
で
あ
る
。

一
　
家
系

　

川
岸
村
は
、
一
八
七
四
年
に
諏
訪
郡
新
倉
村
、
三
沢
村
、
駒
沢
村
、
鮎
沢
村
、
橋
原
村
の
六
か
村
が
合
併
し
て

成
立
し
た
。
諏
訪
郡
の
西
の
は
ず
れ
に
位
置
し
、
北
を
現
在
の
塩
尻
市
、
南
西
を
現
在
の
上
伊
那
郡
辰
野
町
と
接
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し
て
い
る
。
村
名
が
示
す
よ
う
に
、
諏
訪
湖
を
水
源
と
し
て
南
西
に
下
る
天
竜
川
の
両
岸
の
、
南
北
か
ら
山
地
が

迫
る
細
長
く
狭
い
河
岸
台
地
に
あ
る
。
静
か
な
農
村
地
帯
で
、
山
崎
の
家
も
代
々
の
農
家
で
あ
っ
た
。
編
入
さ
れ

て
岡
谷
市
と
な
る
の
は
、
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　

山
崎
が
生
ま
れ
た
年
の
村
の
戸
数
は
四
百
五
十
戸
、
人
口
は
二
一
二
〇
名
で
、
塩
坪
は
そ
の
中
で
も
最
も
小
さ

い
二
十
戸
ほ
ど
の
部
落
で
あ
っ
た
。

　

一
族
の
系
統
を
系
図
（
図
１
）
と
共
に
簡
単
に
記
す
。
氏
名
に
付
し
た
（　

）
は
屋
号
で
あ
る
。

　

父
勝
左
衛
門
は
、
天
保
七
（
一
八
三
六
）
年
に
山
崎
忠
五
郎
（
カ
ネ
タ
マ
）
の
次
男
に
生
ま
れ
、
同
じ
部
落
で

近
隣
の
山
崎
新
之
丞
（
ヤ
マ
ヨ
）
の
養
嗣
子
と
な
っ
た
。
忠
五
郎
の
妻
せ
き
は
、
新
之
丞
の
三
女
で
あ
る
。
生
家

の
「
ヤ
マ
ヨ
」
は
、
長
兄
米
三
郎
、
同
長
男
勝
邦
、
同
長
男
勝
と
引
き
継
が
れ
、
建
て
替
え
ら
れ
て
は
い
る
が
現

在
も
同
じ
場
所
に
あ
る
。
三
女
か
つ
は
、
勝
右
衛
門
の
長
男
鐵
之
助
に
嫁
い
だ
。
勝
右
衛
門
三
男
辰
彌
の
三
女
せ

き
は
、
勝
右
衛
門
長
男
鐵
之
助
の
婿
養
子
進
の
養
女
と
な
り
、「
カ
ネ
タ
マ
」
の
家
に
入
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
入
り
組
ん
だ
関
係
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
財
産
が
分
散
し
な
い
よ
う
に
と
の
配
慮
も
あ
っ
て
の
こ

と
で
あ
る（
８
）。
後
で
述
べ
る
よ
う
に
、
大
正
初
期
に
、
同
族
五
軒
又
は
六
軒
で
養
蚕
業
の
結
社
を
組
織
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
同
族
の
結
束
意
識
の
固
さ
が
分
か
る
。

　

父
勝
左
衛
門
の
人
柄
に
つ
い
て
は
、
そ
の
死
に
際
し
て
堺
利
彦
が
貝
塚
澁
六
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
、「
奇
人
の
親

だ
か
ら
自
然
に
子
の
遺
伝
を
受
け
て
矢
張
り
奇
人
だ
っ
た（
９
）」

と
、
戯
文
調
の
追
悼
文
を
寄
せ
て
い
る
。
日
頃
山
崎

か
ら
聞
か
さ
れ
て
い
た
話
に
茶
々
を
入
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
文
章
に
は
山
崎
の
付
記
が
あ
り
、
思
い
切
り
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や
極
ま
り
が
よ
く
、
喧
嘩
が
嫌
い
で
、
な
り
ふ
り
構
わ
な
い
人
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
沢
山
あ
る
逸
話
の
中
で
一
番

感
心
し
た
こ
と
は
諦
め
が
よ
い
こ
と
で
、
長
兄
が
製
糸
業
を
始
め
て
如
何
な
る
大
失
敗
を
し
て
も
愚
痴
一
つ
こ
ぼ

さ
ず
、
自
分
は
せ
っ
せ
と
野
菜
畑
を
耕
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
母
親
の
よ
祢
に
つ
い
て
も
山
崎

は
、
人
の
家
に
行
く
と
必
ず
履
物
を
忘
れ
て
く
る
よ
う
な
人
で
、
こ
う
し
た
欠
点
は
、「
僕
か
ら
其
儘
遺
伝
し
た

如
く
で
思
い
だ
す
だ
に
嫌
な
気
持
に
な
る）
（1
（

」
と
、
堺
同
様
の
表
現
で
書
い
て
い
る
。

　
「
奇
人
」
は
山
崎
の
生
涯
の
代
名
詞
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
前
坂
俊
之
『
ニ
ッ
ポ
ン
奇
人
伝
』（
社
会
思

山
崎
忠
五
郎

山
崎
新
之
丞

（
カ
ネ
タ
マ
）

（
ヤ
マ
ヨ
）

せ
き

勝
右
衛
門

勝
左
衛
門

よ
袮

米
三
郎

長
女
〔
名
不
詳
〕

み
よ

か
つ

勝
蔵
（
イ
チ
マ
ル
カ
）

今
朝
弥

山
形
さ
い

米
男

す
え

勝
邦

勝長
男

長
女

堅
吉

弘
子

東
吉

図１　山崎家家系図



あ
と
が
き

　

権
利
と
自
由
の
普
及
を
建
学
理
念
と
し
て
、
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
に
設
立
さ
れ
た
明
治
法
律
学
校
（
明

治
大
学
）
は
数
多
く
の
人
権
派
弁
護
士
を
生
み
出
し
て
き
た
。
そ
の
代
表
的
人
物
が
布
施
辰
治
と
山
崎
今
朝
弥
で

あ
る
。
布
施
辰
治
は
、
植
民
地
下
の
朝
鮮
や
台
湾
に
お
い
て
独
立
運
動
や
農
民
運
動
の
裁
判
の
弁
護
人
と
し
て
活

動
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
に
韓
国
政
府
か
ら
日
本
人
と
し
て
初
め
て
「
建
国
勲
章
」
を

授
与
さ
れ
た
。
翌
年
一
月
、
そ
の
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
写
真
展
が
明
治
大
学
（
納
谷
廣
美
学
長
）・
明
治
大
学
法

学
部
（
土
屋
恵
一
郎
法
学
部
長
）
の
共
催
で
開
催
さ
れ
た
。
そ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
、
山
崎
今
朝
弥
遺
族
と
連
絡

が
取
れ
、
関
係
資
料
の
寄
贈
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
り
、
明
治
大
学
史
資

料
セ
ン
タ
ー
の
な
か
に
人
権
派
弁
護
士
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
共
同
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
そ
れ
か
ら
も

う
一
〇
年
以
上
の
時
が
経
過
し
た
。
そ
の
時
々
の
成
果
は
、『
大
学
史
紀
要
』
に
発
表
し
て
き
て
い
る
（「
９

奇

書
と
文
献
の
案
内
」〔
三
〇
四
頁
〜
〕
参
照
）。
布
施
辰
治
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
布
施
辰
治
研
究
』（
山
泉
進
・
村

上
一
博
編
、
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
〇
年
）
と
『
布
施
辰
治
著
作
集
』（
明
治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編
、
全
一
六

342



巻
＋
別
巻
一
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
七
〜
二
〇
〇
八
年
）
を
出
版
し
て
き
て
い
る
。

　

山
崎
今
朝
弥
に
つ
い
て
の
先
駆
的
な
伝
記
研
究
は
、
森
長
英
三
郎
『
山
崎
今
朝
弥
─
─
あ
る
社
会
主
義
弁
護
士

の
人
間
像
』（
紀
伊
國
屋
書
店
、
一
九
七
二
年
）
が
唯
一
の
も
の
で
あ
る
が
、
本
書
で
は
、
共
同
調
査
と
研
究
の
利

点
を
活
か
し
て
、
明
治
大
学
（
明
治
法
律
学
校
）
と
の
関
係
、
ま
た
「
雑
誌
道
楽
者
」
と
し
て
の
側
面
を
浮
か
び

上
が
ら
せ
た
。
人
権
派
弁
護
士
・
山
崎
今
朝
弥
を
明
治
大
学
の
卒
業
生
の
一
人
と
し
て
と
ら
え
、
山
崎
を
通
し
て

明
治
大
学
の
歴
史
と
個
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
、
ま
た
宮
武
外
骨
と
は
違
っ
た
言
論
と
出
版

の
擁
護
者
と
し
て
の
「
雑
誌
道
楽
者
」
山
崎
の
顔
を
再
発
見
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
、
こ
の
こ
と
が
本

書
刊
行
の
趣
旨
で
あ
る
。

　

明
治
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
は
、
研
究
叢
書
と
し
て
『
尾
佐
竹
猛
研
究
』（
二
〇
〇
七
年
）、『
布
施
辰
治
研

究
』（
二
〇
一
〇
年
）、『
三
木
武
夫
研
究
』（
二
〇
一
一
年
）、『
木
村
礎
研
究
─
─
戦
後
歴
史
学
へ
の
挑
戦
』（
二
〇
一

四
年
）
を
日
本
経
済
評
論
社
か
ら
出
版
し
て
き
た
。
今
回
は
、
諸
事
情
か
ら
長
年
の
友
人
で
あ
る
森
下
紀
夫
氏
が

社
長
を
務
め
る
論
創
社
か
ら
刊
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
機
会
に
、
体
裁
も
全
面
的
に
改
め
て
馴
染
み
や

す
い
も
の
に
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
学
術
書
に
つ
い
て
の
出
版
状
況
が
厳
し
い
な
か
で
、
勇
気
を
も
っ
て
本
書
の

刊
行
に
踏
み
切
っ
て
く
れ
た
森
下
氏
と
、
担
当
編
集
者
の
永
井
佳
乃
さ
ん
に
、
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

山
泉　

進
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